
７月31日は「甲賀市青少年活動安全誓いの日」

「
甲
賀
市
青
少
年
活
動
安
全
誓

い
の
つ
ど
い
」を
開
催

　
市
で
開
催
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
業
を
安
全
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、事
業
の
安
全
安
心
に
つ

い
て
再
認
識
す
る
場
と
し
て
青
少
年
活
動
安

全
誓
い
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　
第
６
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、「
青
少
年
活

動
」お
よ
び「
自
然
体
験
活
動
」の
安
全
管
理
を

テ
ー
マ
と
し
、諸
々
の
活
動
を
実
施
す
る
際
に

注
意
す
べ
き
点
を
確
認
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　（
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
）

平成１９年７月３１日、市教育委員会が実施しました高知県四万十川での野外体験講座において、
市内の小学生お二人の尊い生命を奪うという重大な事故を起こしました。

　市と市教育委員会では、このような重大事故を二度と起こさないよう、
また事故を忘れることなく教訓としながら、子どもたちの成長にとって大切な青少年活動を
安全に実施していくために、７月３１日を「甲賀市青少年活動安全誓いの日」と定めています。

【
日
時
】７
月
３１
日（
水
）

　
　
　
１９
時
〜（
受
付
１８
時
３０
分
〜
）

【
会
場
】あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

【
内
容
】

●
市
の
安
全
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
講
演「
自
然
体
験
活
動
の
安
全
管
理
」

市
の
安
全
管
理
の
取
り
組
み

◆
職
場
や
事
業
ご
と
の
安
全
管
理
体
制
の
推
進

　
市
で
は
、日
々
の
業
務
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

中
で
の
事
故
や
け
が
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組

み
と
し
て
、審
査
会
等
に
よ
り
各
事
業
の
安
全

管
理
体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
ほ
か
、安
全
管

理
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し
て
、職
場
ご
と

に
安
全
課
題
の
検
証
・
改
善
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、７
月
を「
安
全
管
理
推
進
運
動
強
調

月
間
」と
定
め
、各
職
場
研
修
を
実
施
し
、安
全

管
理
意
識
の
共
有
と
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
と
講
習
実
施

　
市
で
は
現
在
、市
内
公
共
施
設
に
１
４
４
台

の
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
配
備

し
て
お
り
、平
成
２５
年
度
は
新
た
に
７
台
の
設

置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、心
肺
停
止
に
際
し
、適
切
な
救
命
措

置
を
率
先
し
て
行
え
る
よ
う
、昨
年
度
は
９
月

と
３
月
に
職
員
向
け
の
講
習
を
実
施
し
ま
し

た
。

◆
青
少
年
活
動
施
設
一
斉
安
全
点
検
を
実
施

　
子
ど
も
達
の
活
動・遊
び
の
場
と
な
る
施
設

や
野
外
公
園
に
つ
い
て
、夏
休
み
前
に
一
斉
点
検

を
実
施
し
ま
す
。点
検
の
対
象
は
市
内
に
２
８

４
カ
所
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
管
理
を
行
う
担
当
課

の
職
員
が
、遊
具
の
破
損
や
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
危
険
箇
所
を
調
べ
、修
理
な
ど
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。　

▲昨年の甲賀市青少年活動安全誓いのつどい

社
会
教
育
課
　
青
少
年
育
成
係

８
６
｜

８
０
２
２
／
　 

８
６
｜

８
３
８
０

問
い
合
わ
せ

最
寄
り
の
小
中
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
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０
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８
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｜

８
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８
０

登
録
・
お
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課

８
６
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８
０
２
０

８
６
｜

８
３
８
０

そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
　
安
心
安
全
係

６
５
｜

０
６
６
５
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６
３
｜

４
６
１
９

問
い
合
わ
せ

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
力
を

子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
に

　
市
で
は
、学
校
教
育
の
一
層
の
充
実

を
め
ざ
し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
の
経
験

や
特
技
を
生
か
し
、子
ど
も
た
ち
の
学

習
活
動
を
手
助
け
い
た
だ
く「
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
／
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
優
れ
た
経
験

や
実
績
を
お
持
ち
の
方
、学
校
教
育

に
関
心
が
あ
り
、サ
ポ
ー
ト
に
意
欲

を
お
持
ち
の
方
な
ど

●
活
動
内
容
／
本
の
読
み
聞
か
せ
、田

植
え
や
お
茶
摘
み
体
験
の
指
導
、学

校
行
事
の
手
伝
い
な
ど
。サ
ポ
ー
ト

内
容
は
、ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。指
導
や
活
動
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
学
校
と
相
談
い
た
だ
き

ま
す

●
登
録
方
法
／
最
寄
り
の
小
中
学
校
、

ま
た
は
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。登
録
後
は
、学
校
の
活
動
に

応
じ
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

※

登
録
者
の
中
か
ら
活
動
に
応
じ
て
連

絡
を
し
ま
す
の
で
、登
録
い
た
だ
い

て
も
活
動
の
機
会
が
無
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

●
募
集
期
間
／

　
平
成
２５
年
７
月
２２
日
〜
１１
月
２９
日

　
市
で
は
、児
童
数
の
き
わ
め
て
少

な
い
学
校
を「
特
認
校
」に
指
定

し
、少
人
数
校
の
特
色
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る
教
育
活
動
の

な
か
で「
学
ば
せ
た
い
」、

「
学
び
た
い
」と
い
う
保

護
者
・
児
童
に
対
し
て
、

通
学
区
域
に
関
係
な

く
、市
内
全
域
か
ら
の

就
学
を
一
定
条
件
の
も
と

に
認
め
る
特
認
校
制
度

を
今
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
７
月
２２
日
よ
り
、次
年

度
の
児
童
の
入
学・就
学

の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

●
特
認
校
／
鮎
河
小
学

校
、山
内
小
学
校
、甲

南
第
三
小
学
校
、朝

宮
小
学
校
、多
羅
尾

小
学
校
の
５
つ
の
小

学
校
で
す
。

●
通
　
学
／
保
護
者
の

責
任
の
も
と
で
、送
迎

ま
た
は
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
の
通
学
と
な
り
ま

す
。通
学
費
に
つ
い
て
は
、公
共
交

通
機
関
を
利
用
の
場
合
は
全
額

を
補
助
し
、自
家
用
車
の
送
迎
に

つ
い
て
は
，距
離
に
応
じ
て
一
定
額

の
補
助
を
し
ま
す
。

●
手
続
き
の
進
め
方
／

①
興
味
を
持
た
れ
た
特
認
校
に
電

話
い
た
だ
き
、日
程
を
調
整
し
、

事
前
の
見
学
お
よ
び
学
校
長
と

の
面
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
見
学
の
後
、入
学
・
就

学
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、「
特
認
登
録
校

就
学
申
請
書
」を
当

該
特
認
校
、ま
た
は

市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
へ
提
出
い
た

だ
き
ま
す
。

③
各
校
で
の
校
長
の
面

接
の
後
、教
育
委
員

会
で
一
定
の
要
件
の

下
、入
学
・
就
学
に
つ

い
て
審
査
・
決
定
し
、

通
知
い
た
し
ま
す
。

●
ま
ず
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

特
認
校
へ
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

鮎
河
小
学
校
／

　
　
☎
６
９
ー

０
０
０
４

山
内
小
学
校
／

　
　
☎
６
８
ー

０
０
０
４

甲
南
第
三
小
学
校
／

　
　
☎
８
６
ー

２
０
３
８

朝
宮
小
学
校
／

　
　
　
　
　
　
☎
８
４
ー

０
０
０
３

　
　
　
　
多
羅
尾
小
学
校
／

　
　
　
　
　
　
☎
８
５
ー

０
０
０
４

甲賀市特認校制度

　
甲
南
病
院
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
受
診
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。予
約
を
さ
れ
る
場
合
に
は
、必
ず「
市
の
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
い
」と
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

●
検
診
日
／
６
月
〜
１
月
の
月
・
水
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
受
付

●
申
込
方
法
／
電
話
も
し
く
は
窓
口
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
電
話
受
付
時
間
：
月
〜
土
曜
日
の

１４
時
〜
１７
時
）

●
採
用
職
種
／

　
①
行
政（
身
体
障
が
い
者
対
象
）　
1
名
程
度

　
②
保
育
士・幼
稚
園
教
諭
　
5
名
程
度

　（
①
、②
い
ず
れ
も
平
成
２６
年
４
月
１
日
採
用
）

●
受
験
資
格
／

　
①
昭
和
５９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
8
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
※
そ
の
他
の
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
職
員
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
②
昭
和
５９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す

る
方
、ま
た
は
平
成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方
。

●
１
次
試
験
／
９
月
２２
日（
日
）

●
２
次
試
験
／
１１
月
中
旬
予
定

●
受
付
期
間
／
８
月
１
日（
木
）〜
８
月
３０
日（
金
）

ま
で
の
執
務
時
間
中（
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分
）

甲
南
病
院

8
6
｜

3
1
3
1 

／
　
　
8
6
｜

4
1
3
1

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

職
員
課
　
人
事
係

６
５
｜

０
６
６
９ 

／
　
　
６
３
｜

４
５
６
１

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甲南病院での肝炎ウイルス
検診受診方法が変更されます 職員採用試験のお知らせ
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～平成26年度の募集開始～～平成26年度の募集開始～

平成25年7月15日 62013.7.157 　　　　2013.7.15 平成25年7月15日


